
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
五
年
四
月
八
日
提
出

質

問

第

四

八

号

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
所
の
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
交
換
作
業
に
お
け
る
労
働
者
の
被
曝
状
況
お
よ
び
再
循

環
系
配
管
の
交
換
作
業
・
点
検
作
業
に
お
け
る
労
働
者
の
被
曝
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意
書

48



沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
所
の
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
交
換
作
業
に
お
け
る
労
働
者
の
被
曝
状
況
お
よ
び
再
循
環
系
配

管
の
交
換
作
業
・
点
検
作
業
に
お
け
る
労
働
者
の
被
曝
状
況
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
」
は
、
原
子
力
発
電
所
（
原
発
）
の
定
期
検
査
な
ど
、
放
射
線
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
放
射
線
障
害
を
防
止
す
る
目
的
で
一
九
五
九
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
放
射

線
の
人
体
に
対
す
る
影
響
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
厳
し
く
見
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
だ
ん
だ
ん
と
明
ら
か
に
な
り
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
同
規
則
も
逐
次
、
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
。

放
射
線
の
人
体
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
最
近
の
大
き
な
見
直
し
の
一
つ
と
し
て
は
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
）
に
よ
る
一
九
九
〇
年
の
勧
告
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
公
報
六
〇
と
し
て
刊
行
）
が
あ
る
。
放
射
線
業
務
従
事
者
に
対
す
る
年
間
の
線

量
限
度
を
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
ら
二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
へ
と
引
き
下
げ
る
、
と
い
う
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

国
内
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
で
は
あ
る
が
二
〇
〇
一
年
三
月
に
、
こ
の
一
九
九
〇
年
勧
告
を
踏
ま
え
て
、
電
離
放
射
線
障

害
防
止
規
則
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

厚
生
労
働
省
（
安
全
衛
生
部
労
働
衛
生
課
）
は
、
そ
の
改
正
の
内
容
の
理
解
を
は
か
る
目
的
で
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
十
二

日
に
「
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
解
説
」
（
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
発
行
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

一



そ
こ
で
、
こ
の
規
則
の
改
正
内
容
の
う
ち
作
業
員
の
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
通
常
の
放
射
線
業
務
作
業
（
事

故
時
の
緊
急
対
応
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
）
の
う
ち
最
も
被
曝
線
量
が
高
い
作
業
の
一
つ
と
し
て
の
沸
騰
水
型
炉
心
シ
ュ
ラ

ウ
ド
交
換
工
事
と
再
循
環
系
配
管
交
換
工
事
な
ら
び
に
こ
れ
ら
の
点
検
作
業
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
健
康
診
断
に
つ
い
て

（
一
）

「
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
解
説
」
（
以
下
、
「
解
説
」
）
の
二
五
ペ
ー
ジ
で
、
「
過
去
の
電
離
放
射
線
健

康
診
断
の
結
果
報
告
を
検
討
し
た
結
果
を
基
に
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
結
果
報
告
」
と
は
何
か
、
ま
た
、

そ
れ
を
「
検
討
し
た
」
の
は
ど
の
よ
う
な
機
関
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

「
解
説
」
の
二
五
ペ
ー
ジ
で
、
「
眼
及
び
皮
膚
の
検
査
は
、
改
正
後
は
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
と
な
っ
た
」
と
あ

る
が
、
三
月
以
内
に
一
回
が
な
ぜ
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
と
な
っ
た
の
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
）
勧
告
の
該
当
す
る
部
分
を
示
す
な
ど
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

「
解
説
」
の
二
五
ペ
ー
ジ
で
、
「
一
年
間
で
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
の
な
い
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

定
期
の
健
康
診
断
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
血
液
、
眼
及
び
皮
膚
の
検
査
は
省
略
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
原
則
と
し
て
省
略
で
き
る
こ
と
に
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



（
四
）

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
放
射
線
被
曝
に
よ
る
晩
発
性
障
害
の
考
え
方
は
、
し
き
い
値
が
な
く
確
率
的
に
あ
ら
わ
れ
る
、
そ
し

て
、
一
年
間
で
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
曝
と
、
毎
年
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ず
つ
を
一
〇
年
の
被
曝
と
は
、
同
等

の
発
生
確
率
に
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
障
害
の
発
生
確
率
は
蓄
積
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
「
一
〇

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
五
年
間
」
の
人
は
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
、
他
方
「
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
一
〇
年
」
の
人
は

一
回
も
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、
同
じ
危
険
性
を
有
し
て
い
る
の
に
、
一
方
は
診
断
を
受
け
、
他

方
は
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
年
間
に
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
の
無
い
労
働
者
で
あ
っ
て
も

長
期
間
被
曝
労
働
に
従
事
す
れ
ば
発
ガ
ン
等
の
危
険
は
高
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
何
年
か
ご
と
に
は
血
液
の

検
査
等
を
省
略
せ
ず
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

「
解
説
」
の
一
五
三
ペ
ー
ジ
に
は
、
解
釈
例
規
の
（
�
）
と
し
て
「
検
査
の
一
部
又
は
全
部
を
省
略
で

き
、
・
・
・
そ
の
省
略
等
の
可
否
を
適
切
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
『
自
他
覚
症
状
の
有

無
』
を
新
た
に
調
査
項
目
と
し
て
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
『
そ
の
評
価
』
を
加
え
た
の
は
・
・
・
検
査
の
省

略
等
の
可
否
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一

五
四
ペ
ー
ジ
に
（
�
）
と
し
て
、
「
省
略
等
の
可
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
別
途
示
す
（
基
発
第
五
六
八
号
、
基
安

三



労
発
第
一
八
号
）
」
、
と
し
て
い
る
。

三
九
四
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
基
発
第
五
六
八
号
の
第
�
の
�
の
（
�
）
の
イ
に
基
づ
き
聴
取
を
行
う

と
き
、
調
査
票
や
問
診
票
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
誰
が
聴
取
し
、
そ
の
記
録
は
ど
の
よ
う
に
残
す
の

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
六
）

基
発
第
五
六
八
号
の
第
�
の
�
の
（
�
）
に
あ
る
二
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
、
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
の
数
字
の
根
拠
は
何
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
七
）

雇
入
れ
時
に
正
常
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
後
省
略
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
何
年
も
検
査
を
し
な
い
で

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
正
常
の
範
囲
外
に
な
っ
た
場
合
も
見
過
ご
す
こ

と
に
な
り
、
健
康
診
断
の
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
に
な
る
が
如
何
か
。
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
八
）

四
〇
二
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
基
安
労
発
第
一
八
号
に
関
す
る
も
の
で
、
問
診
票
の
よ
う
な
も
の
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
疲
れ
や
す
い
と
い
う
自
覚
症
状
が
あ
れ
ば
省
略
不
可
と
い
う
よ
う
な
、
省
略
の
可
否
を
評
価
す
る

た
め
の
基
準
の
よ
う
な
も
の
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
所
の
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
に
関
し
て
、
福
島
第
一
原
発
三
号
炉
で
一
九
九
七
年
五
月
〜
一
九
九
八
年

四



九
月
に
か
け
て
の
定
期
検
査
中
に
、
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
な
ど
の
炉
内
構
造
物
と
と
も
に
取
替
工
事
が
世
界
で
初
め
て
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
福
島
第
一
原
発
一
号
炉
（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）
、
同
二
号
炉
（
一
九
九
八
年
八

月
〜
一
九
九
九
年
八
月
）
、
同
五
号
炉
（
一
九
九
九
年
十
二
月
〜
二
〇
〇
〇
年
十
月
）
、
さ
ら
に
は
敦
賀
一
号
炉
（
一
九
九

九
年
八
月
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
）
、
島
根
一
号
炉
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
〜
二
〇
〇
一
年
四
月
）
で
も
、
同
様
の
シ
ュ
ラ
ウ
ド

取
替
工
事
が
行
わ
れ
て
終
了
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
基
の
原
子
炉
で
行
わ
れ
た
工
事
に
関
し
て
、
ご
く
部
分
的
に
は
、
原
子

力
学
会
誌
や
国
際
放
射
線
影
響
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
な
ど
で
、
労
働
者
の
被
曝
線
量
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
全
体
像
が
必
ず
し
も
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。

（
一
）

こ
れ
ら
の
五
基
の
原
子
炉
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
作
業
に
か
か
わ
っ
た
労
働
者
の
被
曝
線
量
に
つ
い
て

�

そ
の
定
期
検
査
全
体
の
実
際
の
総
被
曝
線
量
は
ど
れ
だ
け
だ
っ
た
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
作
業
の
総
被
曝
線
量
は
ど
れ
だ
け
だ
っ
た
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

当
該
の
定
期
検
査
に
お
い
て
、
被
曝
線
量
の
人
数
分
布
を
「
原
子
力
施
設
に
お
け
る
放
射
性
廃
棄
物
の
管
理
状

況
お
よ
び
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
管
理
状
況
に
つ
い
て
」
の
形
式
で
、
原
子
炉
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

五



（
二
）

前
記
五
基
そ
れ
ぞ
れ
の
原
子
炉
の
シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
作
業
に
お
け
る
作
業
環
境
に
つ
い
て

�

炉
内
の
実
効
線
量
率
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
測
定
日
時
、
測
定
器
具
、
炉
内
中
央
部
の
上
部
・
中
部
・
下
部
、

炉
壁
付
近
（
炉
壁
か
ら
の
距
離
も
明
記
の
こ
と
）
の
上
部
・
中
部
・
下
部
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

�

被
曝
線
量
の
多
か
っ
た
作
業
は
ど
の
作
業
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
三
）

左
記
の
作
業
件
名
ご
と
の
個
人
最
大
線
量
と
総
被
曝
線
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
、
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
取
替
（
敦
賀
以
外
）
、
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
ラ
イ
ザ
ー
取
替
、
ス
パ
ー

ジ
ャ
ー
等
取
替
、
ノ
ズ
ル
セ
ー
フ
エ
ン
ド
取
替
、
炉
内
構
造
物
切
断
、
化
学
除
染
、
炉
内
遮
蔽
取
り
付
け
、
そ
の

他
。

（
四
）

炉
内
の
作
業
に
お
い
て
外
部
被
曝
低
減
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
五
）

炉
内
の
空
間
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
と
そ
の
測
定
方
法
、
頻
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
六
）

炉
内
の
作
業
に
お
い
て
内
部
被
曝
防
止
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
全
面
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
作
業
回
数
と
時
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六



（
七
）

化
学
除
染
に
と
も
な
う
廃
樹
脂
の
放
射
能
汚
染
の
程
度
に
つ
い
て
、
放
射
能
の
種
類
、
重
量
、
放
射
能
量
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

三

シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
作
業
で
発
生
し
た
放
射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
種
類
（
起
源
の
機
器
な
ど
）
の
も
の
が
、
ど

う
い
う
状
態
で
、
ど
う
い
う
容
器
に
入
れ
ら
れ
て
、
ど
れ
だ
け
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
、
保
管
場
所
は
ど
こ
か
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

四

再
循
環
系
配
管
の
交
換
作
業
に
つ
い
て

（
一
）

労
働
者
の
被
曝
状
況
（
集
団
、
個
人
等
の
線
量
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ラ
ウ
ド
取
替
に
関
す
る
被
曝
線
量
の
質
問
と
同

等
の
内
容
）
お
よ
び
作
業
環
境
（
線
量
率
等
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
二
）

再
循
環
系
配
管
の
点
検
作
業
に
お
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


